地域密着型サービス運営推進会議記録（第　4　回）

	施設名
	グループホーム花乃苑・デイサービスセンター花乃苑

	施設種類
	認知症対応型共同生活介護・認知症対応型通所介護

	開催日時
	令和　7年　10月　29日　　１０時００分　～　１０時５０分

	会場
	グループホーム　花乃苑　羽ノ浦

	[bookmark: _Hlk518036454]参加者
	利用者代表
	２人

	
	利用者家族代表
	０人

	
	民生員
	１人

	
	高齢者お世話センター
	０人

	
	市職員
	１人

	
	他事業所
	１人

	
	有識者
	０人

	[bookmark: _Hlk518036340]
	事業者
	１人



	報告事項
	1． 現状報告　
a）認知症対応型共同生活介護利用者（R7.10/29現在）

男性3名　女性15名　　合計18名
利用者平均年齢　87.2歳（75～97歳）
　　
　《要介護別》　要介護１（2名）要介護２（7名）　要介護３（3名）
　　　　　　　　要介護４（5名）要介護５（1名）

　　b）入・退居者　
　　　　
　　　　9/18退居　要介護5　女性　77歳　死亡（心不全）
　　　　10/3退居　要介護4　女性　86歳　入院（末期がん）
　　　　10/1入居　要介護1　女性　在宅より（共用型デイ利用者）
　　　　10/6入居　要介護3　女性　在宅より（共用型デイ利用者）

　　c）認知症対応型通所介護利用者（R7.10/29現在）
           　　　
　　　　男性0名　女性2名　　　合計2名
利用者平均年齢　90.5歳（85～96歳）

　《要介護別》　要介護１（1名）
　　　　　　　　要介護2 （2名）
　　　　　　　　
２．活動内容（9月～10月）
　　コスモス畑見学、誕生会、ドライブ、10/14火災・災害訓練
　　※はのうら幼稚園とのコスモス種まきは雨天・コロナ発生のため中止と
なる。コスモスの花が咲いたら、再度、はのうら幼稚園との交流を実
施予定。

３．事故報告（9月～10月）
　　ヒヤリハットが8件発生
　　・夜間、居室内での転倒（軽い打撲、皮膚剥離）4件
　　・移動中の転倒（軽い打撲）3件
　　・異食（机上のティッシュペーパーを口に入れる）1件
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
４．協力医療機関について
　　R7年10月より新たに医療機関と提携することとなり、内科2施設
　　歯科1施設となる。

５．その他
　・9/30グループホーム部会主席
・介護支援専門員更新研修終了（8月～9月）2名
・実務者研修受講中（8月～12月）1名
・9月職員研修（内部）“ハラスメントに関する研修”
　　　　　　　　（内部）“事故防止・緊急時の対応に関する研修”
　・10/16　R7年度避難所開設・運営訓練第2回打ち合わせ会
　・10/24　権利擁護推進員養成研修
　・10/28　南部総合県民局保険福祉環境部　感染症研修
　・10月職員研修（内部）“非常災害時の対応（BCP感染・災害）に関する研修”




　

	議題①
	「外部評価について」
　当施設ではこれまで2年に1回、県社協による外部評価を受けてきたが、令和8年度からは自施設で運営推進会議を活用して外部評価を行う予定である。外部評価の実施方法について、市の職員の方よりご説明をいただいた。
また、外部評価については「なぜ、グループホームや小規模多機能だけ義務付けられているのか」「普段の介護業務も大変であるのに、報告書等の書類作成も多く負担に思う」等、出席者の方からも意見をいただいた。

	
	

	課 題 ②

	「人材不足について」
　全国的に介護に従事する方の高齢化がすすみ、60～70代の方の割合が増加しているとの情報を聞いた。都市部ではケアマネも不足してきており、ケアマネが決まらないので介護サービスを利用できないという事例も発生しているとのこと。当施設でも従業員の高齢化は進んでおり、若い世代の方や人材が不足した場合の充足もすぐには難しい。
「今後、益々、人材不足は加速するので、介護テクノロジーを導入することも必要になってくると思われる」
「最低賃金の改定もあるが、介護報酬が現行のままでは賃金ＵＰ分は施設の持ち出しとなる　介護報酬を増額してほしい」
「介護が魅力ある職業になるためには、高収入も一つの要因となる　全産業の平均月収と比べて介護職は約8万円の差がある」
「利用者や利用者家族からのカスタマーハラスメントも増えていて、それが原因で離職する職員もいる　公的な対策が必要ではないか」等の意見がありました。

	その他


	・次回の運営推進会議開催は12月中旬の予定




